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III. 生物 

 

10. 植物プランクトン（ピコ植物プランクトンを含む） 

（記：高村典子） 

調査地点は地点 3 と 9 の 2 地点である。カラム採水器で表層から 2m までの柱状水を採水

後、バケツ内でよく撹拌したものの一部を試料水とした。直径 2μm 以下のピコ植物プラン

クトンとそれ以上のサイズの植物プランクトンの固定および計数方法は異なる。 

まず、ピコ植物プランクトンについて述べる。詳細は高村ほか（1996）を参照されたい。

サンプル水は、グルタールアルデヒド溶液で最終濃度が 1 ％になるように固定し冷蔵保存

し持ち帰った。予めズダンブラック B で染色しておいたヌクレオポアフィルター（孔径

0.2μm）上に試料（霞ヶ浦の場合約 5ml 程度）を均一になるように濾過した。フィルターは

エマルジョンオイルで包埋し、プレパラートを作成した。対物レンズ 100 倍を備えた蛍光

顕微鏡下で G-励起フィルターを使用した時に、赤色の蛍光を発する直径 2μm 以下の細胞を

ピコシアノバクテリアとして計数した。この時、球状、楕円状、棍棒状に分けて計数した。

また、群体性の細胞（5 細胞以上集まっている）と単細胞性のものとに分けて計測した。た

だし、今回はピコシアノバクテリアの総数として示した。1 サンプル当たり 400 細胞以上に

なるまで計数することによって以下の式により 1ml 当たりの細胞数に換算した。 

 

細胞数（cells ml-1）＝計数値×（濾過面積 / 視野面積）/（視野数×濾過量（ml）） 

 

同様に、BV-励起フィルターを使用した時に亜球形の朱赤色に蛍光し、核が確認できる直径

2μm 以下の細胞を真核性ピコプランクトンとして計数した。1 サンプル当たり 100 細胞以上

になるまで計測することによって 1ml 当たりの細胞数に換算した。なお、これらの計数は

すべて 2 週間以内に行った。 

その他の植物プランクトンはルゴール液（I2（g）：KI（g）：氷酢酸（ml）：水（ml）を 1：2：

2：10 の割合に混ぜたもの）で最終濃度が 0.2-0.4%になるように固定した。試水は Utermöhl

（1958）のチャンバーに 1/2-1/5 に希釈した湖水を入れて 24 時間沈降させた。対物レンズ

40 倍を備えた倒立顕微鏡下にて種類ごとの数を計数した。植物プランクトンは総数が 1 サ

ンプル当たり 400 細胞以上になるまで計数することによって求めた。ただし、Microcystis

の細胞数は、別途超音波粉砕処理を行ったものを血球計算盤で計数した。1ml

当たりの細胞数は以下の式により換算した。 

 

細胞数（cells ml-1）＝計数値×（チャンバーの底面積 / 計数視野総面積）/ 沈殿量（ml）） 

 

なお、その他の植物プランクトンについては、細胞当たりの体積を乗じ 1ml 当たりの体積
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（μm3 ml-1）として表示した。また、円柱状の植物プランクトンについては、長さの測定か

ら体積に換算した。計数はすべて 3 ヶ月以内に行った。 
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